上田正行先生と日韓交流を想う by 崔 在喆
上
田
正
行
先
生
と
日
韓
交
流
を
想
う
崔
在

（
韓
国
外
国
語
大
学
校
教
授
）
上
田
正
行
先
生
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
石
川
県
国
際
交
流
協
会
主
催
の
「
日
本
語
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
韓
国
外
国
語
大
学
校
日
本
語
科
の
学
部
学
生
十
五
人
を
引
率
し
て
、
金
沢
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
で
し
た
。
韓
国
外
大
の
卒
業
生
で
金
沢
大
学
大
学
院
博
士
課
程
（
日
本
語
学
）
に
留
学
中
だ
っ
た
孫
京
鎬
君
の
紹
介
を
通
し
て
近
代
文
学
専
攻
の
留
学
生
金
希
貞
さ
ん
に
会
い
、
ま
た
、
金
さ
ん
の
仲
立
ち
で
指
導
教
官
の
上
田
先
生
に
お
会
い
し
て
、
お
茶
を
一
緒
に
し
な
が
ら
一
時
間
足
ら
ず
話
し
合
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
れ
は
九
年
前
の
二
〇
〇
〇
年
一
月
十
七
日（
月
）九
時
、
金
沢
市
内
香
林
坊
「
ア
ト
リ
オ
」
内
の
喫
茶
店
で
の
こ
と
で
し
た
。
お
互
い
専
門
分
野
が
同
じ
で
も
あ
り
、
森
鷗
外
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
が
話
題
に
な
っ
た
り
し
て
短
い
時
間
で
あ
り
な
が
ら
話
は
楽
し
く
い
ろ
い
ろ
と
弾
ん
だ
こ
と
を
、
つ
い
先
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
来
の
ご
縁
で
、
日
韓
・
韓
日
の
文
学
・
文
化
交
流
の
場
を
広
め
て
い
く
こ
と
に
ま
で
至
り
ま
し
た
。
日
本
近
代
文
学
会
の
北
陸
支
部
長
を
担
当
さ
れ
て
い
た
先
生
と
韓
国
外
大
大
学
院
日
本
近
代
文
学
会
を
率
い
て
い
た
私
は
、
い
ろ
い
ろ
と
お
互
い
の
文
学
研
究
の
交
流
を
相
談
す
る
こ
と
に
な
り
、
つ
い
に
第
一
回
日
韓
合
同
日
本
近
代
文
学
研
究
会
が
二
〇
〇
一
年
十
二
月
一
日
、
韓
国
外
大
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
韓
国
外
大
大
学
院
日
本
近
代
文
学
会
は
一
九
八
九
年
に
発
足
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
近
代
文
学
専
攻
の
修
士
・
博
士
課
程
の
院
生
と
卒
業
生
（
非
常
勤
講
師
、
教
員
を
含
む
）
の
会
員
数
が
、
当
時
約
八
〇
人
ほ
ど
の
研
究
会
で
し
た
。
一
九
九
三
年
八
月
に
学
会
誌
「
日
本
近
代
文
学
散
策
」
を
創
刊
し
一
九
九
九
年
三
月
に
第
五
号
、
後
に
第
六
号
（
続
刊
号
）
ま
で
出
し
ま
し
た
。
主
な
活
動
は
隔
週
一
回
（
夏
・
冬
休
み
中
は
毎
週
）
の
研
究
会
と
毎
年
二
回
の
〈
野
外
学
術
セ
ミ
ナ
ー
〉
で
、
随
時
、
他
の
大
学
院
と
の
〈
交
流
セ
ミ
ナ
ー
〉
や
〈
招
請
講
演
会
〉
等
を
開
い
て
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
行
わ
れ
た
一
回
目
の
合
同
研
究
会
は
韓
日
両
方
か
ら
二
人
ず
つ
発
表
を
行
い
、
各
発
表
に
対
し
て
両
方
か
ら
各
一
人
ず
つ
コ
メ
ン
ト
を
す
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
進
行
で
し
た
。〈
研
究
発
表

〉
は
、
上
田
先
生
の
「『
徂
征
日
記
』
に
見
る
鷗
外
の
戦
争
へ
の
ス
タ
ン
ス
」
と
私
の
「
森
鷗
外
と
韓
国
」、
〈
研
究
発
表

〉
は
、
渡
辺
喜
一
郎
氏
（
北
陸
高
校
）
の
「
地
方
詩
人
・
則
武
三
雄
と
韓
国
・
朝
鮮－
三
好
達
治
と
田
中
英
光
と
の
関
係
を
中
心
に－
」
と
、
許
昊
氏
（
水
原
大
学
）
の
「
三
島
由
紀
夫
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
で
し
た
。
私
― １２ ―
の
発
表
は
既
掲
載
の
論
文
で
し
た
が
、
上
田
先
生
の
鷗
外
論
は
実
に
客
観
的
だ
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
渡
辺
氏
は
帰
国
後
、
北
陸
学
園
校
友
誌
『
尚
友
』
に
書
い
た
「『
韓
日
合
同
日
本
近
代
文
学
研
究
会
』
に
参
加
し
て
」
で
、
ご
自
分
の
主
題
が
韓
日
に
か
か
わ
る
も
の
で
緊
張
し
た
と
い
う
こ
と
や
、
発
表
後
の
感
想
や
当
日
の
研
究
会
の
様
子
な
ど
を
記
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
の
次
の
日
は
、
韓
国
の
文
化
史
跡
探
訪
と
し
て
慶
福
宮
や
国
立
民
俗
博
物
館
の
観
覧
を
し
ま
し
た
が
、
安
重
根
義
士
記
念
館
や
西
大
門
刑
務
所
歴
史
博
物
館
を
訪
ね
て
日
帝
時
代
の
傷
痕
を
観
て
歩
く
と
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
た
先
生
に
、
特
別
な
印
象
を
受
け
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
さ
ら
に
、
俳
句
を
嗜
ま
れ
る
上
田
先
生
に
私
は
一
句
打
た
れ
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
合
同
研
究
会
の
前
日
の
お
迎
え
の
懇
親
会
の
席
上
で
先
生
は
ご
自
分
の
俳
句
、
漢
江
を
渡
れ
ば
冬
陽
目
に
温
し
を
披
露
さ
れ
て
日
本
の
習
慣
云
々
を
な
さ
っ
た
後
で
、
私
に
、
返
句
を
ど
う
ぞ
、
と
来
た
の
で
し
た
。
い
き
な
り
の
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
一
旦
、
お
帰
り
の
晩
餐
会
の
席
で
、
と
そ
の
場
を
逃
れ
て
二
日
間
苦
心
し
た
挙
句
、
木
枯
し
や
倭
の
客
来
ら
れ
禮
興
し
と
、
応
え
た
の
で
し
た
。
こ
れ
は
、
久
し
振
り
の
五
・
七
・
五
で
、
史
跡
見
学
に
慶
福
宮
の
興
禮
門
の
前
を
通
る
時
の
思
い
つ
き
で
す
が
、
そ
の
後
の
二
〇
〇
二
年
正
月
の
年
賀
状
に
上
の
二
句
を
並
べ
添
え
て
、
記
念
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
時
の
こ
と
を
、
日
本
近
代
文
学
会
北
陸
支
部
事
務
局
長
の
水
洞
幸
夫
氏
（
金
沢
学
院
大
学
）
は
、〈
支
部
だ
よ
り－
北
陸
支
部－
〉（
日
本
近
代
文
学
会
「
会
報
」
第
九
六
号
、
二
〇
〇
二
年
四
月
）
に
第
一
回
合
同
研
究
会
の
消
息
を
書
か
れ
た
終
わ
り
の
箇
所
で
、〈
小
松
と
ソ
ウ
ル
は
飛
行
機
で
二
時
間
足
ら
ず
の
距
離
で
あ
り
、
会
員
相
互
が
じ
っ
く
り
と
話
し
合
う
場
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
今
回
の
研
究
会
に
よ
っ
て
、
お
互
い
の
交
流
は
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。〉
と
記
し
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
一
年
十
二
月
頃
か
ら
私
は
一
年
間
の
研
究
年
を
取
り
、
日
韓
文
化
交
流
基
金
の
支
援
を
受
け
て
留
学
時
代
の
出
身
大
学
の
東
京
大
学
比
較
文
学
比
較
文
化
研
究
室
の
客
員
研
究
員
と
し
て
渡
日
し
ま
し
た
。
東
京
の
学
会
で
先
生
と
再
会
し
、
二
回
目
の
合
同
研
究
会
を
金
沢
で
開
く
具
体
案
を
推
進
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
二
年
の
春
か
ら
韓
国
日
本
近
代
文
学
会
の
学
会
誌
『
日
本
近
代
文
学－
研
究
と
批
評－
』
創
刊
号
の
五
月
発
刊
に
向
け
て
、
企
画
と
編
集
に
精
を
出
し
て
い
た
時
期
で
、
金
沢
開
催
の
第
二
回
研
究
会
の
準
備
も
そ
の
頃
か
ら
始
め
ま
し
た
。
韓
国
日
本
近
代
文
学
会
は
前
出
の
韓
国
外
大
大
学
院
日
本
近
代
文
学
会
を
母
体
と
し
て
専
攻
分
野
の
研
究
者
た
ち
と
協
力
し
て
一
九
九
九
年
に
創
立
し
た
学
会
で
あ
り
、
約
百
七
十
人
の
会
員
を
持
つ
ま
で
に
成
長
・
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
学
会
誌
第
五
号
発
刊
（
二
〇
〇
六
年
）
や
企
画
図
書
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
『
日
本
近
現
代
文
学
と
恋
愛
』（
二
〇
〇
八
年
）
の
刊
行
な
ど
、
日
本
近
代
文
学
会
と
い
う
一
つ
の
専
門
分
野
で
韓
国
の
全
国
的
な
組
織
を
持
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
唯
一
の
学
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
創
刊
号
に
は
拙
論
「
日
本
文
学
の
現
場
」
を
含
む
二
十
余
編
の
論
文
の
う
ち
、
合
同
研
究
会
の
発
表
論
文
を
基
礎
と
し
た
上
田
先
生
の
「
日
清
戦
争
と
森
鷗
外－
『
徂
征
日
記
』
中
心
に－
」
と
渡
辺
氏
― １３ ―
の
「
日
本
の
一
人
の
地
方
詩
人
と
植
民
地
韓
国
体
験－
則
武
三
雄
の
場
合－
」
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
第
一
回
目
の
交
流
で
の
確
か
な
実
績
の
証
で
す
。
第
二
回
の
日
韓
合
同
日
本
近
代
文
学
研
究
会
は
日
本
近
代
文
学
会
北
陸
支
部
が
準
備
し
、
韓
国
外
大
大
学
院
日
本
近
代
文
学
会
・
韓
国
日
本
近
代
文
学
会
と
の
共
同
主
催
に
よ
り
二
〇
〇
二
年
十
一
月
三
十
日（
土
）午
前
か
ら
石
川
近
代
文
学
館
（
二
階
教
室
）
で
、「
文
学
空
間
と
し
て
の
〈
金
沢
〉」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
金
沢
と
ゆ
か
り
の
あ
る
泉
鏡
花
、
室
生
犀
星
、
中
野
重
治
の
三
部
構
成
で
、
そ
れ
ぞ
れ
日
韓
双
方
か
ら
一
人
ず
つ
の
発
表
と
、
交
互
に
〈
コ
メ
ン
ト
〉
と
〈
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〉
を
は
さ
ん
で
一
日
が
か
り
の
研
究
会
は
と
て
も
充
実
し
た
も
の
で
し
た
。
韓
国
側
の
発
表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
が
専
攻
し
て
い
る
作
家
や
分
野
で
は
な
く
日
本
側
に
主
題
を
合
わ
せ
て
発
表
を
準
備
し
た
た
め
に
、
若
干
準
備
不
足
の
感
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
し
た
が
、
日
本
側
の
丸
山
桂
一
氏
（
金
沢
大
学
）
の
「『
歌
の
わ
か
れ
』
に
描
か
れ
た
金
沢
」
な
ど
の
発
表
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
得
る
こ
と
の
多
い
研
究
会
で
し
た
。
そ
の
際
、
私
は
閉
会
の
辞
で
金
沢
文
学
へ
の
知
識
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
と
、
今
回
の
合
同
研
究
会
の
意
義
、
さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
文
学
の
交
流
へ
の
視
野
拡
大
と
い
っ
た
こ
と
を
呼
び
か
け
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
の
後
の
懇
親
会
（
秀
峰
閣
に
て
）
と
二
日
目
の
文
学
歴
史
関
係
史
跡
の
見
学
も
、
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
で
楽
し
く
有
益
な
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
犀
星
記
念
館
を
始
め
鏡
花
ゆ
か
り
の
地
は
も
ち
ろ
ん
、
湯
桶
温
泉
で
の
浴
衣
姿
で
の
懇
親
会
な
ど
も
と
て
も
い
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
尹
奉
吉
義
士
殉
国
記
念
碑
や
暗
葬
之
跡
な
ど
の
遺
跡
見
学
の
企
画
な
ど
を
通
し
て
、
ソ
ウ
ル
で
の
日
帝
時
代
の
史
跡
見
学
を
希
望
さ
れ
た
時
と
同
じ
く
、
誠
意
の
籠
っ
た
相
互
交
流
と
善
隣
友
好
と
い
う
も
の
の
本
当
の
意
味
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
水
洞
氏
の
回
顧
「
文
学
空
間
〈
金
沢
〉
を
論
じ
る－
動
き
出
し
た
日
韓
合
同
の
研
究
会－
」（『
北
国
文
華
』
第
十
五
号
、
二
〇
〇
三
年－
春
）
に
引
用
さ
れ
た
、
ｅ－
メ
ー
ル
の
自
分
の
感
想
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
金
沢
の
街
の
印
象
は
、
伝
統
と
現
代
が
う
ま
く
共
存
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。
兼
六
園
、
金
沢
城
址
を
始
め
、
昔
の
風
情
あ
る
町
並
み
を
よ
く
保
存
し
、
犀
川
な
ど
の
自
然
と
調
和
し
て
い
る
の
も
立
派
な
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
金
沢
を
テ
ー
マ
と
し
、
文
学
散
歩
の
コ
ー
ス
に
選
ん
だ
理
由
も
、
こ
の
辺
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
金
沢
と
い
う
文
学
空
間
へ
の
本
格
的
な
理
解
ま
で
は
も
う
少
し
時
間
が
必
要
で
し
ょ
う
。
泉
鏡
花
、
室
生
犀
星
、
中
野
重
治
等
を
生
ん
だ
金
沢
は
、
伝
統
を
守
っ
て
い
る
独
特
の
環
境
と
人
情
味
溢
れ
る
人
々
に
よ
り
、
東
京
や
他
の
地
方
と
も
違
う
、
特
徴
の
豊
か
な
文
学
空
間
を
形
成
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
江
戸
時
代
の
加
賀
俳
壇
の
こ
と
も
思
い
浮
か
ん
で
き
ま
す
が
。
韓
日
の
研
究
者
の
交
流
で
何
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
に
付
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
で
す
が
、
韓
国
の
日
本
近
代
文
学
研
究
者
と
皆
さ
ん
が
交
流
を
重
ね
て
行
け
ば
、
日
本
近
代
文
学
研
究
の
深
化
と
相
互
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
し
い
研
究
交
流
の
モ
デ
ル
の
定
着
、
地
方
文
化
の
時
代
の
実
現
等
に
寄
与
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
皆
様
と
の
ご
協
力
が
も
っ
と
必
要
で
し
ょ
う
が
。
こ
れ
か
ら
は
、
鏡
花
を
始
め
と
し
た
金
沢
文
学
の
翻
訳
紹
介
も
心
が
け
て
み
る
つ
も
り
で
す
。
― １４ ―
こ
の
よ
う
な
交
流
が
着
実
に
進
行
す
れ
ば
、
お
互
い
の
文
学
を
通
じ
た
、
真
の
意
味
の
韓
日
、
日
韓
の
友
好
関
係
作
り
に
も
大
い
に
役
に
立
つ
こ
と
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
金
沢
で
の
一
句
を
思
い
出
ま
で
に
添
え
ま
す
の
で
、
ご
笑
覧
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。
犀
川
や
再
会
嬉
し
冬
の
鳥
そ
の
後
、
ソ
ウ
ル
で
の
上
田
先
生
と
の
再
会
は
二
〇
〇
四
年
の
秋
で
し
た
。
ソ
ウ
ル
の
誠
信
女
子
大
学
校
の
学
部
長
を
勤
め
て
い
た
私
の
先
輩
の
申
英
彦
氏
の
お
陰
で
、
誠
信
女
子
大
学
校
人
文
科
学
研
究
所
の
協
力
を
得
て
開
か
れ
た
第
三
回
合
同
研
究
会
の
時
（
十
月
三
十
日
、
土
曜
）
で
し
た
。
研
究
会
は
四
部
構
成
と
な
り
発
表
者
が
増
え
ま
し
た
。
金
子
幸
代
氏
（
富
山
大
学
）
の
「
森
鷗
外
と
近
代
劇
」
を
始
め
、
申
銀
珠
氏
（
新
潟
国
際
情
報
大
学
）
の
「
中
野
重
治
の
作
品
と
天
皇
制
」、
團
野
光
晴
氏
（
石
川
高
専
）
の
「
野
坂
昭
如
の
『
火
垂
る
の
墓
』
と
日
本
の
公
共
性
」、
奥
田
浩
司
氏
の
「
有
島
武
郎
の
『
或
る
女
』
に
つ
い
て
」、
木
村
小
夜
氏
（
福
井
県
立
大
学
）
の
「
太
宰
治
と
手
紙
」、
朴
世
栄
氏
（
西
京
大
学
）
の
「
戦
後
の
過
渡
期
に
お
け
る
太
宰
治－
執
筆
態
度
に
つ
い
て－
」、
そ
れ
に
、
台
湾
の
林
文
賢
氏
（
東
呉
大
学
）
の
「
庄
司
総
一
の
『
陳
夫
人
』
考
察
」
な
ど
、
多
様
な
主
題
で
研
究
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
合
同
研
究
会
で
先
生
は
、
朝
早
く
か
ら
夕
方
終
わ
る
ま
で
ず
っ
と
席
を
外
さ
れ
る
こ
と
な
く
熱
心
に
発
表
に
耳
を
傾
け
ら
れ
、
閉
会
の
辞
を
述
べ
ら
れ
る
時
の
真
面
目
さ
は
然
る
こ
と
な
が
ら
、
的
確
な
表
現
の
コ
メ
ン
ト
と
批
評
に
は
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。
二
日
目
の
文
化
遺
跡
探
訪
で
は
水
原
市
に
あ
る
世
界
文
化
遺
産
・
華
城
に
向
か
い
、
上
田
先
生
の
お
供
を
し
な
が
ら
皆
さ
ん
と
散
策
し
た
り
し
ま
し
た
。
雉
外
の
動
静
を
窺
う
よ
う
に
水
原
華
城
西
二
雉
の
穴
か
ら
晩
秋
を
覗
く
－
二
〇
〇
五
年
正
初
年
賀
状
（
原
文
は
ハ
ン
グ
ル
）
そ
の
後
、
奥
田
氏
や
金
さ
ん
、
そ
れ
に
柳
利
須
さ
ん
が
幹
事
役
を
勤
め
、
日
本
の
有
島
研
究
会
メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
韓
国
日
本
近
代
文
学
会
主
催
の
「
白
樺
派
文
学
と
韓
国
」（
韓
国
外
大
、
二
〇
〇
六
年
八
月
二
十
二
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
江
種
満
子
氏
（
文
教
大
学
）
の
「
白
樺
派
文
学
と
韓
国
文
学－
一
九
一
〇
年
代
を
中
心
に－
」
や
王
泰
雄
氏
（
慶
北
大
学
）
の
「
武
者
小
路
実
篤
と
〈
新
し
き
村
〉
の
精
神
」
の
外
、
日
韓
双
方
で
六
本
の
論
文
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、
第
四
回
目
の
合
同
研
究
会
は
二
〇
〇
六
年
十
一
月
二
十
五
日（
土
）
か
ら
二
十
七
日（
月
）ま
で
福
井
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
越
野
格
氏
（
福
井
大
学
）
が
中
心
と
な
り
、
木
村
氏
な
ど
の
協
力
に
よ
っ
て
福
井
大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
福
井
と
い
え
ば
、
学
部
時
代
か
ら
日
本
語
を
教
わ
っ
た
閔
聖
泓
先
生
が
在
日
さ
れ
て
い
た
時
に
中
学
校
ま
で
過
ご
さ
れ
た
地
域
と
し
て
の
み
記
憶
し
て
い
ま
し
た
。
よ
い
天
気
の
下
、
空
港
か
ら
市
内
へ
の
お
迎
え
の
車
で
福
井
平
野
を
通
っ
て
行
き
ま
し
た
が
、
思
っ
た
よ
り
も
広
く
て
開
豁
と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
小
春
日
和
友
と
語
ら
う
福
井
の
野
― １５ ―
研
究
会
の
発
表
論
文
題
目
は
、
越
野
氏
の
「
福
井
の
郷
土
文
学
」、
寺
田
達
也
氏
（
金
沢
学
院
大
学
）
の
「
二
葉
亭
四
迷
と
東
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
」、
私
の
「
安
倍
能
成
に
お
け
る
〈
京
城
〉」、
金
容
安
氏
（
漢
陽
女
子
大
学
）
の
「
川
端
康
成
の
『
伊
豆
の
踊
子
』
と
黄
順
元
の
『
驟
雨
』
の
比
較
」、
徐
載
坤
氏
（
韓
国
外
大
）
の
「
萩
原
朔
太
郎
の
詩
『
青
猫
』
の
空
間
軸
研
究
」
な
ど
で
し
た
。
二
十
六
、
二
十
七
日
の
両
日
間
の
三
国
、
丸
岡
、
福
井
の
文
学
歴
史
関
係
史
跡
へ
の
見
学
は
と
て
も
良
い
も
の
で
し
た
が
、
美
味
し
い
料
理
の
懇
親
会
を
兼
ね
て
芦
原
温
泉
（
清
風
荘
）
に
泊
ま
っ
た
こ
と
も
、
記
憶
に
新
し
い
で
す
。
冬
の
日
や
則
武
想
う
荒
磯
波
則
武
の
こ
と
は
、
渡
辺
氏
の
第
一
回
目
の
合
同
研
究
会
で
の
ご
発
表
テ
ー
マ
を
聞
い
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
知
識
が
増
え
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
と
の
実
地
を
踏
ま
え
て
歩
く
と
い
う
経
験
か
ら
も
、
さ
ら
に
感
動
の
賜
物
と
し
て
受
け
止
め
ま
し
た
。
上
の
二
句
は
、
福
井
訪
問
記
念
と
し
て
二
〇
〇
七
年
の
年
賀
状
に
書
き
添
え
て
み
た
も
の
で
す
。
以
上
、
上
田
先
生
と
協
同
に
作
っ
た
四
回
に
渡
る
韓
日
・
日
韓
合
同
日
本
近
代
文
学
研
究
会
の
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
韓
国
日
本
近
代
文
学
会
の
学
会
誌
『
日
本
近
代
文
学－
研
究
と
批
評－
』
第
五
号
の
付
録
と
し
て
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
以
前
東
京
の
鷗
外
研
究
会
で
面
識
も
あ
り
、
合
同
研
究
会
の
縁
で
金
子
氏
の
お
招
き
を
受
け
て
、
富
山
大
学
で
開
か
れ
た
二
〇
〇
七
年
度
日
本
社
会
文
学
会
富
山
大
会
（
十
一
月
十
一
、
十
二
日
）
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
司
会
を
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
上
田
先
生
は
駆
け
つ
け
て
下
さ
り
学
会
に
参
席
し
、
ま
た
懇
親
会
を
ご
一
緒
に
し
な
が
ら
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
学
会
に
前
後
し
て〈
ヘ
ル
ン（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）
文
庫
〉
を
見
学
す
る
な
ど
、
私
と
北
陸
三
県
と
の
繋
が
り
は
も
っ
と
確
か
で
深
い
も
の
に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。
上
田
先
生
の
ご
著
書
『
鷗
外
・
漱
石
・
鏡
花－
実
証
の
糸－
』（
二
〇
〇
六
年
）
を
贈
っ
て
い
た
だ
き
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
第
一
回
の
合
同
研
究
会
発
表
の
鷗
外
論
を
含
ん
だ
も
の
も
あ
り
、〈
緻
密
な
考
証
と
、
想
像
力
の
源
泉
に
迫
る
〉
と
い
う
表
現
ど
お
り
、
上
田
先
生
の
学
問
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
が
分
か
る
名
著
で
あ
る
と
い
う
読
後
感
を
得
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
金
沢
の
人
と
し
て
先
生
は
そ
の
土
地
に
根
づ
き
、
金
沢
関
連
の
文
人
を
主
題
と
し
、
周
縁
か
ら
中
心
へ
の
批
評
の
ま
な
ざ
し
を
以
っ
て
、
ま
た
、
東
ア
ジ
ア
か
ら
、
日
本
近
代
文
学
を
読
み
解
く
労
作
『
中
心
か
ら
周
縁
へ
―
作
品
、
作
家
へ
の
視
覚
―
』（
二
○
○
八
年
）
を
出
さ
れ
、
お
送
り
下
さ
っ
た
時
は
、
成
る
程
と
い
う
感
じ
を
受
け
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
先
生
の
回
顧
文
「
日
韓
合
同
日
本
近
代
文
学
研
究
会
の
五
年
間
」（
日
本
近
代
文
学
会
『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
十
五
号
、
二
〇
〇
六
、
十
一
）
に
は
、
合
同
研
究
会
の
全
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ざ
っ
と
先
生
と
の
お
付
き
合
い
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
お
一
人
と
の
出
会
い
か
ら
こ
れ
ほ
ど
の
お
付
き
合
い
と
輪
の
広
が
り
が
で
き
る
と
は
、
縁
と
は
不
思
議
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
上
に
記
し
た
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
先
生
の
温
厚
且
つ
着
実
な
お
人
柄
と
専
門
分
野
に
対
す
る
情
熱
、
そ
れ
に
日
韓
友
好
交
流
に
か
け
る
強
い
思
い
ゆ
え
に
可
能
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
人
に
対
す
る
思
い
遣
り
や
優
し
さ
に
心
引
か
れ
た
の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
― １６ ―
最
後
に
、
先
生
と
の
九
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
は
自
分
の
仕
事
へ
の
反
省
に
も
な
り
、
日
韓
文
学
交
流
の
実
績
の
反
芻
も
出
来
た
の
で
微
笑
ま
し
く
な
っ
た
り
も
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
方
向
性
を
考
え
る
上
で
大
切
な
機
会
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
立
派
に
俳
句
と
言
え
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
五
・
七
・
五
で
詠
ん
で
追
憶
を
記
す
と
い
う
愉
し
み
も
、
格
別
な
も
の
で
し
た
。
雪
の
峯
犀
川
流
る
想
い
出
や
先
生
は
金
沢
大
学
を
ご
定
年
さ
れ
た
後
、
新
た
に
国
学
院
大
学
大
学
院
教
授
と
し
て
赴
任
さ
れ
る
予
定
だ
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
上
田
正
行
先
生
の
益
々
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
― １７ ―
